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根
ざ
し
て
い
ま
す
。

弘法大師空海が高野山開創の際に表玄関
として伽藍を創建した寺院。「女人高野」と
もいわれ、高野山が女人禁制だった時か
ら多くの女性が参拝した歴史があります。

慈尊院

慈尊院から高野山まで180本の町石が続
く参詣道。町石は１町（約109m）ごとに建
てられており、かつては町石ごとに礼拝し
高野山に登ったとされています。

高野参詣道 町石道

かつては椎出村の産土神でしたが、
明治時代末期に町内の上古沢厳島
神社へと合祀され、現在は当地に社
殿だけが残っています。

椎出厳島神社

山寺の僧などの住居である里坊とし
て江戸時代中期に建立。大石順教尼
がしばしば滞在されました。

旧萱野家
（大石順教尼の記念館）

弘法大師空海によって弘仁７年（816年）に創建
された古社。高野参詣道町石道の登山口に鎮座
しており、本殿は世界遺産に登録されています。

丹生官省符神社

弘法大師空海の御母公。慈
尊院に滞在していました
が、入寂の際、本尊に化身
したとされ「女人高野」と呼
ばれる由来となりました。

玉依御前

町石道はトレッキング
コースとしても人気。多く
の人が歩んだ祈りの道を
辿ることができます。

町石を辿り
祈りの道を歩く

　九
度
山
町
は
歴
史
文
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源
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豊
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あ
り
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女
人
高
野
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呼
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慈
尊
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丹
生
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世
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。

高
野
山
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
九
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、
高
野
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詣
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点
の
地
と
し

て
数
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
町
内
の
寺
社
で
は
一
年
を

通
し
て
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
て
お

り
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
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ざ
し
て
い
ま
す
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九
度
山
に
根
ざ
す
、

深
い
歴
史

河根丹生神社の秋祭りで行われる
伝統行事。河根地区の山間の参詣
道で曳かれる山車は迫力満点です。

11月　河根の山車巡行
丹生官省符神社で執り行われる例
大祭。舞の奉納や社中の踊り、もち
投げなど趣向を凝らした祭りです。

10月　官省符祭
えびす様が24人のお供を従え、舞楽
を奉納して神殿に渡る神事。毎年10
月に古沢厳島神社で行われます。

10月　えびすのお渡り
天災の退散や五穀豊穣を願って行
われる椎出厳島神社の行事。赤髪
の鬼が迫力ある舞いを奉納します。

8月　椎出鬼の舞

丹生官省符神社で
毎年４月に行われ
る祭り。町内の小
学生が舞姫となり
「浦安の舞」などを
奉納します。

4月　花盛祭

古沢厳島神社で毎
年８月16日に、直径
２mの布をかぶせ
た傘鉾３本を先頭
に40人がお渡りを
行います。

8月　傘鉾

一
年
を
め
ぐ
る

九
度
山
町
の

伝
統
行
事

コースは
こちらから

慈尊院
丹生官省符神社

鏡石

展望台
六地蔵

二ツ鳥居

六本杉

神田地蔵堂

金剛峯寺

豊富な歴史が九度山の魅力

真田ゆかりのまちである九度山町
のまちなみには、真田家を守るため
の工夫があります。世界遺産の町
石道に並ぶ、石の卒塔婆一つ一つ
にも歴史が感じられ、それらが九度
山の歴史的な魅力になっています。
九度山町まちなか語り部の会 会長
大川 久仁子さん

歴
史
・
文
化
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　九
度
山
町
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　九
度
山
町
で
は
、
広
が
る
自
然
環

境
を
活
用
し
、
キ
ャ
ン
プ
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や
自
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公
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、
景
勝
地
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ど
を
整
備
し
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人

を
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
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栄

養
豊
富
な
土
壌
に
よ
っ
て
高
品
質
の

特
産
品
を
生
産
。
特
に「
富
有
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」は

評
価
が
高
く
、
日
本
一
と
称
さ
れ
て

い
ま
す
。
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ち
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あ
ふ
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る
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は
、
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か
ら
生
ま
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、
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ま
れ
て
い
ま
す
。
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な
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ら

自
然
・
特
産
品

九度山のまちなかから高野下駅付近ま
で続く渓谷。渓谷沿いは遊歩道として整
備され、そこから見える丹生川橋梁と合
わせて人気スポットになっています。

龍王渓

豊かな自然と栽培に適した環境
に恵まれた九度山でつくられる
富有柿は「日本一の富有柿」と
評価され、九度山町を代表する
ブランドの一つになっています。

富有柿

九度山町の特産品「富有柿」
などを使用した加工品を製
造販売。お茶やお菓子など多
岐に渡ります。

柿加工品

東西に流れ、町北部で紀の川に合流する
一級河川。春の風物詩として、約100匹
の鯉のぼりが空を泳ぐ「こいのぼりの丹
生川渡し」が見られます。

丹生川

奇石や大小様々な滝が織りな
す景勝地で、桜やホタル、紅葉
など四季折々の表情を見るこ
とができます。県の名勝にも指
定されています。

玉川峡

丹生川沿いにはキャンプ場が並んで
おり、訪れる人で賑わっています。豊
かな自然環境を活用して、一年を通し
て楽しめるスポットになっています。

キャンプ場

柿の収穫期限定で開かれる直売
所。九度山でつくられた富有柿を
はじめ、野菜や果物、その他様々な
地元の名産品を販売しています。

ふるさと産品直売所

真田幸村ゆかりの地を広く知ってもらう
ため、住民グループ「九度山真田紐研究
会」が開設した工房。見学や紐織り体験を
することができます。

真田紐工房 伸びにくく丈夫なことが特徴で、九度
山に蟄居していた真田父子が資金集
めと諸国の情勢を探るために、家来
に行商させたとも言われています。

真田紐

玉川峡・高野参詣道町石道・宝来山
神社で構成された県立自然公園で、
自然の美しい風景と歴史を味わうこ
とができます。

高野山町石道玉川峡
県立自然公園

自然を味わい九度山を楽しむ

九度山町には高野山や紀の川をは
じめとした自然が豊富。世界遺産
の町石道でも四季折々の風景が見
られます。九度山町の「日本一の富
有柿」は、そんな自然を活かした特
産品の一つになっています。
高野山町石道語り部の会 会長
森下 稔さん

真田家ゆかりの特産品

ふ
ゆ
う
が
き
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